
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

        

 

 第

  ２９０号 

  平成２６年９月１日 

練馬区立上石神井北小学校 

校長 市川 順康 上北だより 
 

１５日（月）敬老の日 

１６日（火）運動会係児童打ち合わせ①＜４年５時間授業＞ 

１９日（金）運動会全校練習① 

２２日（火）運動会全校練習② 

      運動会係児童打ち合わせ②＜４年５時間授業＞ 

２３日（火）秋分の日 

２４日（水）運動会全校練習③ 

２６日（金）運動会前日準備＜６年以外４時間授業＞ 

２７日（土）運動会 

２９日（月）運動会振替休業日 

   

    

 

９月の行事予定 

１日（月）委員会活動（６校時） 

２日（火）安全指導・発育測定＜５年＞ 

３日（水）発育測定＜４年＞・クラブ 

４日（木）発育測定＜み・２年＞ 

水泳記録会＜６年 １６：２０下校＞ 

５日（金）避難訓練・発育測定＜３年＞ 

     保護者会＜３・４年・みつば＞ 

水泳記録会予備日 

８日（月）発育測定＜６年＞・校内研 ４時間授業 

９日（火）発育測定＜１年＞・着衣水泳＜４年＞ 

     プール納め＜６年＞ 

保護者会＜５・６年＞ 

１１日（木）運動会特別時程始 

      小中交流行事＜６年＞ 

１２日（金）保護者会＜１・２年＞ 

１３日（土）３時間授業 

※９月４日（木）の水泳記録会が雨天の場合は、通常時間割になります。また、水

泳記録会は５日（金）に延期となった場合、６年生以下の学年は４時間授業となり

ます。天候によって、授業時間や下校時刻が変わりますのでご注意ください。 

「ヒグラシの声と運動会」               校長 市 川 順 康 

「ヒグラシ」の鳴き声が聞こえると、なんとなくもの寂しい気持ちになるというのに気がついたのは、

大人になってからのことだと思います。子供の頃は、セミの鳴き声の一つとして聞いていましたから、

あの、森の中に響き渡る夏の終わりの旋律には、何の興味ももっていませんでした。ただ、子供なりに

は、なんとなく、だんだんと弱くなっていく太陽の日差しの力の変化には気づいて、ああ、夏休みも終

わりだなあと思っていました。宿題をそろえ、明日の始業式の準備をし、一通りテレビ番組も見終わっ

て、さあ眠ろうとしても、８月３１日の夜はなかなか寝付けないものです。それまでの、少しの朝寝坊

ができなくなるというだけで、逆に目がさえてしまって、朝が来ます。いつものように、ちょっと眠い

まま、新学期が始まる…。そんな夏の終わりを何度、迎えたでしょうか。 

何事も「始まり」があれば「終わり」があります。「始まったこと」が永遠に続くことは、絶対にあり

ません。物事には限りがあるものです。夏休みがおわったくらいでと、たいそうな話になってしまいま

すが、私たちの身の回りの自然は、「始まり」と「終わり」を人間に意識させているような気がします。

夏を代表するセミ、朝顔、ヒマワリなど、確実に夏の「始まり」と「終わり」を身をもって教えてくれ

ています。最近は、「終わり」の意識の切り替えがなかなかうまくいかない人間が増えたような気がしま

す。楽しいことやおもしろいことがはじまると、いつまでも「終わり」の切り替えができない。そうい

う場合、次の「始まり」のステップになかなか進むことができません。そういう意味で、大人にとって

のヒグラシの声は、夏の「終わり」の合図なのでしょう。だから、いろいろな夏の思い出をしっかり受

け止めて、次へのステップに進む、そんな季節がまたやってきたことに、心を動かされる。そして、そ

れが繰り返される。繰り返されることも「永遠」ではありません。でも、この季節の繰り返しで、子供

たちも心が豊かになり、成長していくのではないでしょうか。この夏休み中も、ラジオ体操、各スポー

ツの大会、夏祭り、キャンプ、プール開放、ボランティアなどで多くのＰＴＡ、保護者の皆様、地域の

皆様に、子供たちが大変お世話になりました。本当にありがとうございました。次の夏も、上北小の子

供たちが、大きく成長できる有意義で楽しい夏になるよう、願っております。 

さて、９月の上北小は、運動会の練習が「始まり」ます。次のステップ、みんなでがんばりましょう。 

 


